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構造設計標準仕様 NO SCALE

5.鉄筋コンクリート工事 6.鉄骨工事

構 造 設 計 標 準 仕 様
適用は を記入する｡

(1) コンクリート (1) 鉄骨工事は指示のない限り下記による

1.建築物の構造内容 3.地  盤
コンクリートはJIS認定工場の製品とし施工に関してはJASS5(2003)による｡ 日本建築学会 ｢JASS6｣ ｢鉄骨精度検査基準｣ ｢鉄骨工事技術指針｣

一般 標準 長期耐久設計基準強度 Fd 鋼材倶楽部 ｢建築鉄骨工事施工指針｣

セメントは､JIS R5210の普通ポルトランドセメントを標準とする｡(1) 工事名称 (1) 地盤調査資料

調合計画は､工事開始前に工事監理者の承認を得ること｡
有 ( 敷地内 近隣 ボーリング調査 平板載荷試験 水平地盤反力係数の測定

(2) 工事監理者の承認を必要とするもの建築場所
寒中､暑中､その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当る場合は､調合､

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ式ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ試験（施工前）液状化判定 現場透水試験 土質試験

打ち込み､養生､管理方法など必要事項について､工事監理者の承認を得ること｡(2) 工事種別 新築 製作工場 製作要領書 工作図 施工計画書増築 増改築 改築
無 ( 調査予定 有 無 )(工事着工前までに調査を行い資料を提出する事。

フレッシュコンクリートの塩化物測定は､原則として工事現場で(財)国土開発技
認定または登録工場 ( 　　　  グレード　　　　　　都登録　　　　ランク)Ｒ

(3) 構造種別 (2) 地盤調査計画木造(W) 補強コンクリートブロック造(CB) 鉄骨造(S)
術研究センターの技術評価を受けた測定器を用いて行い､試験結果の記婁yび測

材料規格証明書または試験成績書
ボーリング調査 静的貫入試験 標準貫入試験 水平地盤反力係数の測定 定器の表示部を一回の測定ごとに撮影した写真(カラー)を保管し承認を得る｡鉄筋コンクリート造(RC) 壁式鉄筋コンクリート造(WRC)

鋼材 高力ボルト 特殊ボルト 頭付スタッド
土質試験 物理探査 平板載荷試験 試験堀（支持層の確認） 測定検査の回数は､通常の場合､1日1回以上とし､1回の検査における測定試験は、

鉄骨鉄筋コンクリート造(SRC) 社内検査表壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造(WPRC)
同一試料から取り分けて3回行い､その平均値を試験値とする｡ｽｳｪｰﾃﾞﾝ式ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ試験

構造体コンクリート現場の圧縮強度試験供試体(JASS5T-603)は､現場水中養生､ (3) 工事監理者が行う検査項目地盤調査及び試験杭の結果により､杭長､杭種､直接基礎の深さ､形状を変更する場合もある。プレキャスト鉄筋コンクリート造(PRC) (3)

または現場封かん養生とし､採取は打ち込み工区ごと､打ち込み日ごととする｡

3 3(4) 階   数 (4) ボーリング標準貫入値､土質構成 (基礎､杭の位置を明記すること)地下 階 地上 階 塔屋 階 ( 印以外の検査結果については､工事監理者に報告すること)
また､打込み量が150mをこえる場合は150mごとまたは､その端数ごとに一回を

現寸検査 組立･開先検査 製品検査
標準とする｡1回に採取する供試体は､適当な間隔をおいた3台の運搬車からその事務所(5) 主要用途 別添による

建方検査必要本数を採取する｡なお､供試体の数量は､特別指示なき場合は､1回当り6本

(6) 屋上付属物 広告塔 高架水槽 kN
以上とし､そのうち4週用に3本を用いる｡

(4) 接合部の熔接は下記によること
ポンプ打ちコンクリートは､打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコン煙  突 キュービクル kN 空調室外機・換気ファン

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要網(建築構造設計指針第12章)クリートの自由落下高さは､コンクリートが分離しない範囲とする｡ポンプ圧送

日本建築学会｢熔接工作規準､同解説Ⅰ､Ⅱ､Ⅲ､Ⅳ､Ⅴ､Ⅵ､Ⅶ､Ⅷ､Ⅸ｣に際しては､コンクリート圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事する(7) 特別な荷重

こと｡なお､打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は､外気温が25℃未満 日本建築学会｢鉄骨工事技術指針・工事現場施工偏｣
)油圧式エレベータ 人乗( ロープ式 リフト kN ホイスト kN

の場合は150分､25℃以上の場合は120分以内とする｡
(5) 接合部の検査

2
倉庫積載床用 N/m 受水槽 kN

溶接部の検査(検査結果は後日工事監理者に報告すること)
(7) 増築計画 有（ 無 (2) 鉄   筋

検査率または検査数

検 査 箇 所 検 査 方 法 備  考(8) 付帯工事 門塀 擁壁 鉄筋は､JIS G3112の規格品を標準とする。 施工は､JASS5(2003)による。 社  内 第三者 工事監理者

％ ％ ％高強度せん断補強筋は､JIS G 3117に規定されるD種１号適合品とする。
完全溶込溶接部 超音波探傷試験 100 30 10個 個 個

鉄筋の加工寸法､形状､かぶり厚さ､鉄筋の継手位置､継手の重ね長さ､定着長(10) 構造計算ルート X方向ルート -( ) Y方向ルート -( ) 外観(目視)検査 ％ ％ ％すみ肉溶接 100 100 30

さは｢鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)(2)｣または｢壁式鉄筋コンクリート構 マクロ試験･その他 個 個 個

造配筋標準図(1)(2)｣による｡ 第三者検査機関名

D19未満は､すべて重ね継手とする｡継手(D19以上）をガス圧接とする場合は､ 第三者検査機関とは､建築主､工事監理者又は工事施工者が､受入れ検査を

日本圧接協会｢鉄筋のガス圧接工事標準仕様書｣による｡ 代行させるために自ら契約した検査会社をいう｡

2.使用構造材料
注) 現場溶接部については原則として第三者による全数検査を行うこと｡ガス圧接部の抜き取り検査は､同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごと(200

箇所を超えるときは､200箇所ごと)に1回行い､1回の試験は5本以上とする｡
高力ボルトは｢JIS B1186の高力ボルト｣を標準とする｡摩擦面の処理は黒皮な

無､ 超音波探傷試験 有 無有無､ 引張試験有外観検査(1) コンクリート どを座金外径2倍以上の範囲でショットブラスト､グラインダー掛け等を用いて

柱の帯筋(HOOP)の加工方法は､ S瑚スパイラル型 )W瑚溶接型 )H瑚タ ガ型   )2

適用箇所 種  類 設計基準強度Fc=N/mm スランプcm 備  考 除去した後､屋外に自然放置して発生した､赤さび状態であること｡ただし､シ
とする｡

捨コンクリート 普通 13.5､ 16 15 ョットブラスト､グリットブラストによる処理で表面あらさが50S以上である場
コンクリート及び鉄筋の試験は｢建築物の工事における試験及び検査に関する

土間コンクリート 普通 18､ 21 15
合は､赤さびは発生しないままでよい｡

東京都取扱要綱｣第4条の試験機関で行うこと｡
基礎､基礎梁 普通 18､ 21､ 24

試験機関名 高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し､締付けの順柱､梁､床､壁 普通､ 軽量 18､ 21､ 24 比重

代行業者名
序は部材が十分密着するよう注意して行う｡また､締付けは原則として2度締め普通､ 軽量 18､ 21､ 24 比重

代行業者名とは､試験､検査に伴う業務を代行する者をいう｡
押えコンクリート 普通､ 軽量 13.5、 16､ 18 比重 とする｡

混和材
締付け後の検査は､各締付け工法別に適切な締付けが行なわれているか検査する｡

(3) 型   枠
(2) コンクリートブロック(CB) (6) 防錆塗装

材料    合板厚  12m/mを標準とする｡ 施工は、JASS5　による

A種 B種 C種 厚 100､ 120､ 150､ 190 防錆塗装の範囲は､高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外
型枠存置期間

の部分とする｡錆止めペイントは､JIS K5621を標準とする｡
種類(3) 鉄   筋

せ き 板 支   柱

部位 現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い､塗装は
基礎､はり側､柱､壁 スラブ下､はり下 スラブ下 はり下種  類 径 使用箇所 継手工法

早強ポルト 早強ポルト 早強ポルト 早強ポルト普通ポルト 普通ポルト 普通ポルトセメントの 工場塗装と同じ錆止めペイントを標準使用とする｡SD295A D16以下 基礎 重ね継手
ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント種類

SD295B
高炉セメント 高炉セメント 高炉セメント 普通ポルト

異形鉄筋
存 A種 A種 A種 ランドセメント

SD345 D19以上 基礎 ガス圧接継手
置

シリカセメント シリカセメント シリカセメント 高炉セメント期平

A種 A種 A種 A種間均4.地業工事
の気特殊継手高強度せん断補強筋 シリカセメント
　温

A種( )丸   鋼 SR235

のコ 15℃以上 2 3 4 6 8 17 28
溶接金網(JIS G3551) ン 材(1) 直接基礎 ベタ基礎 布基礎 独立基礎 試験堀 有 無

ク 令
5℃～15℃リ 3 5 6 10 12 25 28(日)

2
｜長期許容支持力度 載荷試験 有 無KN/m深さ GL - m､ 支持層 - 7.設備関係
ト

5℃未満 5 8 10 16 15 28 28

(4) 鉄   骨 (2) 杭基礎 支持層 -
設計基準強度のコンクリートの 2

50N/mm 設計基準強度の50％圧縮強度種  類 使用箇所 現場溶接 備　考 杭   種 材   料 施 工 法 備   考
特記以外の梁貫通孔は原則として設けない､設ける場合は設計者の承認を得ること｡85％ 100％

無梁 有SS400 SM400 SN400A . B . C Ⅰ種 Ⅱ種 Ⅲ種 打ち込みRC PRC PRC
設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること｡

無有STKR400 STKR490 SN490A . B . C 埋込み(セメントミルク工法)PHC H鋼 PHC A種 B種 C種 注)  1  片持ばり､庇､スパン9.0m以下のはり下は､工事監理者の指示による。
床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブの厚さの1/3以下とし管の間隔を無柱 有BCR295 BCP235 大臣認定第     号鋼管 摩擦杭 鋼材 SS400 SKK400

注)  2  大ばりの支柱の盛りかえは行わない｡また､その他のはりの場合も原則として行わない｡ 管径の３倍以上かつ5cm以上を原則とする｡無有SM490A SM490B.C  年  月  日

無下地類 有SSC400 注)  3  支柱の盛りかえは､必ず直上階のコンクリート打ち後とする｡場所打ち オールケーシング 拡底杭コンクリート Fc= 拡底杭

●使用箇所の詳細については別途図示する。 コンクリート杭 リバースサーキュレーションスランプ cm 日本建築ｾﾝﾀｰ認定
注)  4  盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く｡

3
アースドリル 第          号セメント量 kg/m ミニアース

(5) ボ ル ト 8.その他注)  5  支柱の盛りかえは､小ばりが終わってから､スラブを行う｡ 年  月  日BH鉄筋 主筋 SD 深礎 手堀
高力ボルト 普通:F10T 亜鉛ﾒｯｷ: F8T 特殊S10T認定品 M12､ M16､ M20､ M22 )

HOOP SD 機械堀         一時に全部の支柱を取り払って､盛りかえをしてはならない｡
中ボルト M= 12 M= 16 高力ボルトすべり係数試験 要 否

杭仕様 施工計画書承認 杭施工結果報告書高力ボルト導入張力確認試験 要 否 諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること｡注)  6  上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による｡
アンカーボルト

ナット (シングル､ダブル)
試験杭(堀) ( 本有 ・ 無 ) ( 打ち込み ・ 載荷 ) 　 各試験への供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること｡

杭径(mm) 設計支持力(kN) 杭の先端の深さ(m) 本数 特記事項 必要に応じて記録写真を撮り保管すること｡

頭付スタッド φ=    L=   mm     使用箇所(□柱　□大梁　□小梁)

φ=    L=   mm     使用箇所(□柱　□大梁　□小梁)

使用箇所(6) 屋根､床､壁

ALC版

折 版 型式 はぜ締め折板

デッキプレート 型式 厚

キーストンプレート 型式 厚

押し出し式型板

(S10T)

18

18

(S10T)

三重県

1

1 11 1

令和7 年度 (仮称)南伊勢町立南島地区統合小中学校建設工事 2 工区

令和7 年度 (仮称)南伊勢町立南島地区統合小中学校建設工事 2 工区
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NO SCALE鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)

§１　一般事項

１．使用材料、工法等は構造特記仕様書による。
２．設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。
　　また本標準図に明記なき場合は構造特記仕様書1-2-4に指定した共通仕様
　　書及び日本建築学会「JASS5(2009)」及び「鉄筋コンクリート造配筋指針
　　・同解説」による。
３．本標準図は異形鉄筋を対象とし、ｄは呼び名に用いた数値とする。
４．本標準図に示す単位は特記なき限りすべてｍｍとする。

そ　の　他
1-2

基 本 事 項
1-1

§２　共通事項

鉄筋の表示記号及び最外径は下表による。
鉄　筋　の
表 示 記 号

2-1

記　　号

呼び径ｄ

最外径Ｄ 11

D10 D13

14 18

D16 D19

21 25

D22 D25

28 33

D29 D32

36 40

D35 D38

43 46

D41

少ない

多い

　（ガス圧接、突合せ溶接）

・溶接継手表示

・機械式継手表示

・本数に差がある場合

・フックのある場合

・フックのない場合

柱・梁・基礎の主筋及びその他の鉄筋の折曲げ形状・寸法2-2
鉄　筋　の
折 り 曲 げ

角度

折曲げ
図

よる呼称
用箇所に
鉄筋の使

種類

鉄筋の 鉄筋の
径による

区分 内法直径(Ｄ)

鉄筋の折曲げ

鉄筋のフック
2-5

継 手 一 般
2-4

3.柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部分の鉄筋（下図参照）
1.あばら筋及び帯筋　　2.煙突の鉄筋

・下記の1.～7.に示す鉄筋の末端部にはフックをつける。

６．突合せ溶接継手及び機械継手の場合はメーカー仕様による。
　　場合は２サイズ、突き合せ溶接の場合は１サイズまでとする。
５．溶接継手を行う場合は原則として同一鋼種とし、鉄筋径の差はガス圧接の

（溶接、機械式継手等による）
４．D35以上の鉄筋は原則として重ね継手は用いない。

約0.5L1

約0.5L1
L1

L1

L1 L1

0.5L1以上
L1L1

0.5L1以上
D16以下の場合を除く）

３．重ね継手（下記のいずれかとする。壁、スラブ筋で

間隔　：　a≧400

a 1.1d以上

ガス圧接 間隔：a≧400かつb+40

a

カップラー
b

２．機械式継手

1
.
4
d
以

上

de

0.2d以下

１．溶接継手

　　参考値として上表JASS5(2009)にL1・L2を示す。
　　継手長さと柱に取り付く梁の定着長さは設計者の指示による。
４．構造特記仕様書2-2でJASS5(2009)、ＲＣ規準2010とした場合、主筋等の
　　る場合は50d）とする。
　　取り付く梁の定着長さは上表L1･L2かつ40d（軽量コンクリートを使用す
３．構造特記仕様書2-2で政令第73条とした場合、主筋等の重ね長さと柱に

柱

印の鉄筋の末端部にはフックが必要

梁

４．単純梁の下端筋、片持ちスラブの上端筋の先端
５．最上階及びこれに準ずる箇所の柱頭の四隅の鉄筋
６．杭基礎の基礎筋（偏心基礎及び杭２本打以上の場合）
７．鉄骨柱の脚部の基礎柱、又は根巻コンクリートの四隅の鉄筋

・鉄筋のあきaは、原則として下記による。
呼び名の数値dの1.5倍以上
粗骨材の最大寸法の1.25倍以上 かつ25以上

※ Dは最外径を示す

DaD※

鉄筋のあき
2-6

かぶり厚さ
2-7

部 位

かぶり厚さ（ｍｍ）

鉄筋に対するコンクリートの設計かぶり厚さと最小かぶり厚さ

・二段筋のあきは1.5dとする。
・鉄筋形が異なる場合は大きい方による、機械接合はカップラー径。

下端筋上端筋

小梁・床スラブ

定着の長さ

一　般

上段 直線 L2

下段

上段 直線 L1

下段

長さ
重ね継手のコンクリー

トの設計基

準強度種類

鉄筋の

の長さ
及び重ね継手
鉄筋の定着
2-3

90°

135°

180° 余長

４ｄ以上

Ｄｄ

ｄ Ｄ
余長

６ｄ以上

余長

８ｄ以上

Ｄｄ
壁　筋

スラブ筋

ｽﾊﾟｲﾗﾙ筋

あばら筋

帯　筋

基礎主筋

柱･梁主筋

SD295

SD345

SD390

SD490

　D41

D219～
6d以上

5d以上D25以下

D41以下 5d以上

4d以上
　D41

D19～

D16以下 3d以上

L3,L3hフック付Lbフック付 L2h,Laフック付 L1h(N/mm2)

18

21

24～27

30～36

39～45

48～60

24～27

21

SD390

を示す

()はSD345

(SD345)

SD295

｢JASS5(2009)」

45d(50d)

35d

40d(45d)

30d

35d(40d)

25d(30d)

35d

25d

30d(35d)

20d(25d)

30d

20d

35d( - )

50d( - )

45d(55d) 40d(45d)

30d( - ),20d( - )

40d( - )

15d     ,15d

25d

15d(20d),15d

25d(30d)

25d     ,15d

30d

20d(25d),15(20)d

30d(35d)

25d     ,15(20)d

35d

30d     ,20d

40d
15d

(20d)

15d

20d

(-)

適用外

SD490は

150以上

かつ

L3＝10d

床スラブの場合

L3h＝10d

L3＝20d

５．柱、梁の主筋のかぶり厚さは主筋径の1.5倍以上とする。
４．※２　軽量コンクリートの場合は、これに 10mm 加算する。
　　ができる。
３．※１　品質・施工法に応じ、工事監理者の承認で 10 減の値とすること
２．「仕上げあり」とは、鉄筋の耐久性上有効な仕上のある場合とする。
１．（　）内の数値は最小かぶり厚さを示す。

基 礎 ・ 擁 壁部分

土に接する 柱・梁・床スラブ・耐力壁 50 (40)※2

70 (60)※2

50 (40)※1

50 (40)

40 (30)

40 (30)

30 (20)

仕上げなし仕上げあり

30 (20)

30 (20)

40 (30)

40 (30)

50 (40)※1擁 壁

屋 外

屋 内

屋 外

屋 内屋根スラブ

床 ス ラ ブ

非 耐 力 壁

柱

梁

耐 力 壁
部分

土に接しない

30d(35d),20(25)d35d(45d)
(SD490)

(-)は適用外 30～36

48～60

39～45

25d(30d)

35d(40d)

30d(35d)

40d(45d)

30d(35d)

40d(50d) 35d(40d)

25d(30d),20(25)d

35d(40d)

25d(30d),20(25)d

30d(35d)

20d(25d),15(20)d

15d

(-)

一般定着の直線L2またはフック付のL2h、La、Lbの図

L2h

余長
（4ｄ以上）

180°フック付き定着135°フック付き定着

（6ｄ以上）
余長

L2h

La、Lb採用時全長L2

L2h

La、Lb余長

（8ｄ以上）

90°フック付き定着

L2

直線定着

h
o
/
4

h
o
/
4

h
o

鉄筋の継手
3-1 溶接継手（機械式継手）

§３　柱

D

a≧400

500以上※

※柱脚は柱成D以上が望ましい

h
o

h
o
/
4

h
o
/
4

重ね継手

D

L1

≒0.5L1

※

・　　　印内に継手中心部を設けることを原則とする。２．軽量コンクリートを使用する場合は、2-3の数値に5dを加算する。
　　面から鉄筋の折曲げ起点までとし、末端のフックは定着長さに含まない。
１．重ね継手の長さは鉄筋の折曲げ起点間の距離、またフック付のL2hは仕口

補強する柱は設計図による。（柱頭、柱脚柱成の範囲を補強する。）

コンファインド
補強

柱の
3-5

a a b

a スパイラル帯筋@60～75（有効間隔50程度）

b 溶接閉鎖型帯筋@60～75（有効間隔50程度）

§４　梁

主筋の継手
4-1

4-2
主筋の定着
及び余長

外　柱

3/4D以上かつLa

L
2

Lo/4 D'以上

二段筋

つり筋2-D13(束ね筋)以上とする。

L
2

CL

D
D'以上

a
1

a2

　場合は、柱面より500以上はなすこと。
・定着形状を下記以外とする場合は設計図による。

・　　　印内に継手中心部を設けることを原則とする。ただし溶接継手の

Lo

Lo/4 D

DD
'

LC

L1

Lo/4

L1

Lo/4D

Lo/4

e
２巻き

e

　　よって確認すれば、それによっても良い。

※　余長D'は柱有効成とし、構造計算に

150以上(水平長さ)
バーサポートも可

L
2

h
o
/
2
+
D
'
以

上

h
o

4
0
0
以

上

L
2

B

4
0
0
以

上

L
2

h
o

(
L
2
)

拘束帯筋
(L2)確保できない場合は右図による。

主筋の定着
3-2

h
o
/
2
+
D
'
以

上

L
2

二重帯筋

0
.
5
D
以

上

L
2
か

つ
1
.
5
D
以

上

D

かご鉄筋（主筋と同径）

1
0
d

L
1

かご鉄筋

かご鉄筋使用の場合

柱頭の配筋

D
'

Ｄ

L
1

最　上　階 a1/a2≦1/6

a1/a2＞1/6

L1
L1

3/4D以上かつLa

全長L2

Lo/4 D'以上 a
1

a2

3/4D以上かつLa

全長L2

※余長D'は梁有効成とし、構造計算によって確認すれば、それによっても良い。

・梁主筋は原則として通し筋とするが、拘束筋
　　をあばら筋と同径同ピッチで落とし込む。

拘束筋D

L
2中　柱

一　般　階

外柱の下端筋は上向きの方が望ましい

柱径が異なる場合

e/D ≦ 1/6

L
1

D

L
2

150以下e/D ＞ 1/6

4
0
0
以

上
D

3-3
帯　　　筋
副　帯　筋

直交梁

第一帯筋

P

P

設
計
ピ
ッ
チ
以
下

※1

第一帯筋 ・第一帯筋（D13以上使用の事）は、梁面に入れ、

　その間を設計ピッチ　以下に割り付ける。

・帯筋の加工は下図による。

交互配筋

6d
以

上
135ﾟフック

割りフープでも可

パネルゾーン部分は

6d
以

上

梁成が異なる場合副帯筋(180°フック」も可）
(水平に定着してもよい)

L2

e

e/D＞1/6
D

e/D≦1/6

e

２巻き

D

4-3
あばら筋
副あばら筋

①

6d
以

上

②

6d
以

上

※
8
d
以

上

※
8
d
以

上

③
キャップタイ

6d
以
上

④

6d以
上

※8d以上
⑤

　 は定着長さL2とする。
※ ねじれ応力を受ける腹筋

設計ピッチ以下

P〃〃〃〃〃

P

P

※
30

第一あばら筋

腹筋

・溶接継手は帯筋の項を参照のこと。
・⑧はピッチ2Pで交互配置とする。
・⑨⑩は梁成の大きい場合。
　限る。
　②③⑤⑥⑧⑨は同時打込みのスラブ付の場合に
・あばら筋の加工は下図①に夜。
　以下に割り付ける。
・第一あばら筋は柱面に入れその間を設計ピッチ

・パネルゾーンの帯筋は設計図によるが、明記なき場合は下記による。
　ただし、帯筋量(Pw)は0.2％以上とする。

※１．設計ピッチの1.5倍以下とする。　　形以上の場合は同径同材質で
　　　　形@100以下とする。
※２．基礎部分は、同径で 　形@150 以下とする。

・スパイラル筋の末端処理及び継手は下記のとおりとする。
１．末端は1.5巻以上の添巻きをし、図aのフックをつける。
２．重ね継手は重ね長さ50d以上とし、図a又は図bのフックをつける。

図a

d

図a d 5d 2d 2dL

d

ただしD16以下

5d以上

　両面溶接の場合

10d以上

L:片面溶接の場合

6d以
上

6d以
上※2

基礎梁

溶接の場合

スパイラル筋末端部（定着部）

添巻き

1.5巻以上の

図b
図a

50d以上 図b
図a

d

スパイラル筋中間部（重ね継手）

補　助　筋
3-4

4d以上

形成筋
二段配筋

4d以上

　割り付ける。
・補助金はD10をピッチ600以内に

図a 135°フック 図b 90°フック

D=3dD=3d

6d以
上

9d以
上

12d以上

15d以上

図b

d

50d以上

図b

※柱面より梁成の範囲は、180°フック又は135°フックが望ましい。
⑩は、溶接継手または重ね継手のどちらかとする。

6d以
上

8d以上

⑥ ⑦

1/3bかつ170以上

6d以
上

8d以
上

b

6d
以

上

⑧ ⑨ ⑩

6d
以

上

2d

2d

10d

溶接
L1

※
8
d
以

上

4d
以
上

巾止め筋 二段配筋の場合

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

令和7 年度 (仮称)南伊勢町立南島地区統合小中学校建設工事 2 工区

Ｓ－02
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三重県知事登録第1-518号

Drawi ng Ti tl e

Job Ti tl e

ＳＣＡＬ Ｅ

ＤＡＴ Ｅ

一級建築士

倉田和彦

№327089

一級建築士

№265708

出口基樹國分恵之

一級建築士

№215909

一級建築士

№265708

出口基樹
一級建築士　 No. 265708　 出口基樹

二級建築士

№10648

伊藤大智

2025 － 10

NO SCALE鉄筋コンクリート構造配筋標準図(2)

補　助　筋
4-4

4-5
小 梁 及 び
片　持　梁

ａ）小　梁
継　手

定　　着

不連続端（外端） Lo 連続端（内端）

Lo/4

D'以上

LC

Lo/6

D'以上L3h

B

斜め可
下向き可

斜め可

※
(
L
2
)

(又は8d以上)

L
2

LbかつB/2以上 Lo/4 D'以上 D'以上

※Lbとれず8d以上の場合は余長L2とする

D
' D

・　　　印内に継手中心部を設けること、ただし溶接継手の場合は梁面より
　500以上はなすこと。

不連続端（外端）

Lo/6

Lo
L1

連続端（内端）

Lo/4Lo/4L1

LC

Lo/4

4d以
上

D
腹筋

受筋

b

4
d
以

上

巾止筋

つり筋

4d以上 D＜600　　不要

600≦D＜900　　2-D10 (1段)

900≦D＜1200　 4-D10 (2段)

1200≦D　　　 D10＠300以内

D10 ＠1000以内で割り付ける。

D10 ＠1000以内で割り付ける。
つり筋

受 筋

巾止筋

腹 筋

梁の貫通補強
4-7 １．補助筋は原則として工場製品（認定品）を使用する。

２．認定品を使用しない場合は下図によるが、補強筋は設計者の指示による。

あばら筋と同径、同数で＠100以下とする。
L1

L1 φ ※縦筋

横筋

D

斜筋L1
D

・縦筋はあばら筋加工とする。

　あばら筋を切断してはならない。

・φが100かつD/10以下のとき、補強を必要としないが

　し、梁成の中央D/2の範囲内とする。

　また位置はは原則として、柱面から梁成 D以上はな

　とする。

・孔が複数の場合は中心間隔を、径（φ）の３倍以上

・梁貫通孔は、梁成の1/3以下とする。

§５　スラブ

鉄筋の折曲げ
及び定着

5-1

継　　　手
5-2 継手位置は原則として下表によが梁幅位置でも良い。

B
L3 ※4-5a）定着に同じ Lx≦Ly

L1標 準 継 手 位 置

Ｂ　　　Ｄ　　　　

Ａ　　　Ｂ　　　　

Ａ　　　Ｃ　　　Ｄ短辺・長辺方向

長 辺 方 向

短 辺 方 向
上 端 筋

下 端 筋

L2

LbかつB/2以上
※

15d以上

肩筋D13以上 15d以上 肩筋D13以上

t

折り曲げる
外周部は8d以上

Lx/4Ｃ

Ｄ

Ｃ Lx/4

Lx

Lx/4

Ａ

Ｂ

ＡＣ

Ｄ

Ｃ

Lx/4

Ly

ｂ）片 持 梁 ・下端筋は水平定着でも可。上端筋には継手を設けてはならない。
5-3
片　持　ち
ス　ラ　ブ

5-4
補　強　筋

注）スラブ筋を切断しない場合は補強を要しない。

LL2

4-D13

L2

L
2

L
L
2

かつL≦0.6m
　　Ａ≦0.3㎡
Ａ：開口面積開口補強

4-D13

L2

大梁

L
2

6-D13

L
2

6-D13 　 かつL≦1.0m
0.3㎡＜Ａ≦1.0㎡ 大梁又は小梁に

L2定着

小梁

L2

先端に荷重のある場合
20d以上又はL3h

片持ちスラブ隅角部補強は設計図による。

B

L2

LbかつB/2以上

受筋D13

※4-5a）定着に同じ※

4
d L2

100以内

通し筋としてもよい

Lo
水平定着でもよい

L3又はL3h

(Lは必要付着長さ)
かつL+do

2L/3+15d L2

(有効成)

d
o

先端 元端

Lo

定　　着
継　　手

4-6
基礎梁および
基 礎 小 梁

ａ）基礎梁の
継手及び
定着

①　一般（独立基礎、杭打独立基礎）

　　余長LLは構造計算によって確認すれば、それによっても良い。
　　余長LL｛ LL≧min(D',L2)｝とする。
※　地反力を受ける梁は構造特記仕様書5-4項および設計図に示す。

先端小梁のない場合

全長L2

3/4以上かつLaLo/4LL
CL

Lo/4

Lo

段違床
各D13

ＲＣ壁・ＣＢ壁が床にのる場合

D13

D10＠200

（ダブル）

L2

1,000

D13

S

t

S>tの場合は設計図による

L1

45
ﾟ

かつスラブ厚以上
200

屋上スラブ隅角補強
庇 程度となる様に上端に補強筋をいれる

スラブ筋と同径で1/2ピッチ以下（≒@100）

1
5
0
0

1500

6φ@100

縦横共

9
0
0

鉄筋による方法

全長L2
3/4以上かつLaL1

②　地反力（又は杭反力）を受ける場合

3/4以上かつLa

LL

Lo/4

LC

Lo

Lo/4

D
'

D

LL L1 LL

※設計者の判断による。

3/4以上かつLa

※
L
2

全長L2

②　地反力を受ける場合
①　地反力を受けない場合は(4-5)による。ｂ）基礎小梁

の継手及び
定着 Lo/6

LLL3h

LC
LL

Lo/4

6-1
定 着 及 び
継 手

連続端（内端）

・　　　印内に継手中心部を設けること、ただし溶接継手の場合は柱面より
　(基礎小梁の場合は梁面)より500以上はなすこと。Lbとれない場合4-5a定着
　によってよい。

不連続端（外端）

L2
Lh Lo/4 L1LL

Lo

LL

① 縦筋

柱梁

※L2

L2
柱梁

横筋

§６　壁

差し筋は、縦筋と同径
同ピッチとする。

L1+50

※L2

L

②

梁

D

まで延ばす
梁の上面

L2

土圧を受ける壁

150以上
③

L2

900
溶接金網による方法補強範囲

・定着長さはL2、及び継ぎ手長さはL1とする。※ただし耐震壁で帯筋、
※ただし耐震壁で帯筋、あばら筋の内側に定着できない場合は、
　L=150程度45°～90°折り曲げ、定着長さはL2かつD/2とする。

　（通し配筋の場合は不要）
・土圧を受ける壁の外側鉄筋の定着は③図とする。
・継手位置はどの部分でもよいが、土圧を受ける壁は5-2項の土圧面側を
　上端筋側に読み替える。

壁の配筋は設計図による。
・ダブル配筋では巾止筋を縦横共D10@1000以内を標準とする。

開口部

斜筋の代わりに溶接金網6φ@100とする。
補　強　筋
6-3

壁　配　筋
6-2

60
0 300

6φ＠100

300
600

300

6
0
0

2L2

L
2

L
2

L2

溶接金網による方法鉄筋による方法

・※ 斜筋を、縦・横補強筋でおきかえる場合は設計者の指示による。

・壁筋を切断しない場合は、補強を要しない。

・斜筋は外側に配置する。

交差部
継手L1 継手L1

L
2

※

L2

2L2

L
2

L2

基礎と基礎梁
7-4

階　　段
8-1

§８　その他

150以上
L2

2-D16以上

・補強部　　　の厚さは梁巾とする。

L
2

D13＠300ﾀﾞﾌﾞﾙ

L2

D13＠300ﾀﾞﾌﾞﾙ

片持階段

※補強筋D13以上（ﾀﾞﾌﾞﾙ）

主筋D13

5
0
d
以

上
3
0
d
以

上

D10

下端筋定着
25d以上 t≧180

スラブ階段

D10＠200

イナヅマ筋

L
2 3
0
d
以

上

受筋D13

5
0
d
以

上

　されている場合は不要。

※壁配筋が片持荷重を受ける配筋と

D13

D10

20d
以上

15d
以上

L1

ｔ

ｔ

L1L2

4-D132-D13定
着

L
2

D13

4-D13

200(耐震壁の場合)
同ピッチ

150以上
150

耐震壁の場合はフックをつける

2-D132-D13D13

端部

120以下

・開口補強筋はリストによる

スリット

完全スリットの場合

スリット材

D10@400程度

ＲＣ壁・ＣＢ壁の補強

ート
土間コンクリ
8-2

L3 Lo/4 Lo/2

Lo

イナヅマ筋D10＠200

Lo/4

300以上

D13@300

（　　形でも可）

D10＠200

3
0
0
以

上

D10

D13

2tt

L2 D10＠200 L=400

D10＠200

D133
0
0
以

上

300以上

-D10

スリットt

250250

W1

D10@400程度

2
5
0

W
22

5
0

ス
リ

ッ
ト

材

t

スリット幅

W2≧15

W1≧25かつスリット長さの1/100

§７　基礎壁

独 立 基 礎
7-1 ＧＬ

10以上
10以上打増し 但しかぶり厚さ５０

の場合は不要

打増し補強
8-3 -D10＠200（共通）

500以上

補強筋300以上

柱

t

300以上

t 補強筋

梁
補強筋

t

3
0
0
以

上

準ずる

腹筋に

・　　　は打増し部分を示す。

・補強筋（定着は20d以上）

t≦50 補強なし　　　　　　　50＜t≦100  D13 ＠300

100＜t≦200 D16 ＠300　　　 200＜t≦300 D16 ＠200

t＞300 設計図による。

梁主筋は原則として
すべて定着する。

5
0
0
以

上

増 築 予 定
8-4

90ﾟﾌｯｸも可10以上打増し

4d以上

Ｄ

1
0
0

スタッド溶接

既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭

・１本杭で偏心していない場合は、立上がり筋不要

・杭頭補強筋は設計図による。

・杭頭を切断した場合の補強は、設計者の指示による。

継手位置は5-2項の上端筋と下端筋を読みかえる。

Lo/4L3h又は20d

a2

a1

20d以上

a1/a2≦l/6

15d以上

※ 4-5a)上端筋定着に同じ肩筋（主筋の径以上）

LbかつB/2以上

t

L
2

※

及び定着
べた基礎継手
7-3

3
0
0
以

上

2
0
d
以

上

Ｄ

ハカマ筋

ＧＬ

10以上

15d

LC

杭　基　礎
7-2

 隅角部

2
0
d

L
2

5
0

柱

500以上 50

梁

500以上

L1+50

壁スラブ

・　　　は、はつり部分を示す。

・原則として柱・梁の主筋は溶接継手とする。

（増築側の鉄筋は水平定着でも良い）

L1+50

500以上 通し配筋可

（軽量コンクリートの場合６０）

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

令和7 年度 (仮称)南伊勢町立南島地区統合小中学校建設工事 2 工区
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NO SCALE

§１　一般事項

1)　使用材料、工法等は構造特記仕様書による。

2)　設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。また本標準図に明記なき場合は

　　構造特記仕様書1-2-4,5に指定した共通仕様書および標準仕様書による。

3)　製作精度等に関しては、JASS6の付則6「鉄骨精度検査基準」による。

4)　本標準図に示す単位は特記なき限りすべてｍｍとする。

そ　の　他

1-2

基 本 事 項

1-1

4-1

隅 肉 溶 接

4-2

完全溶込み

溶接

(突合せ溶接）

・W1～W9－－－－溶接記号（§4参照）

・TB　－－－－－ターンバックル

・RPL －－－－－リブプレート

・GPL －－－－－ガセットプレート

・FB　－－－－－フラットバー

・CHPL－－－－－ﾁｪｯｶｰﾌﾟﾚｰﾄ

・BH　－－－－－－組立てＨ形鋼

・WPL －－－－－ウェブプレート

・SPL －－－－－スプライスプレート

・FPL －－－－－フランジプレート

・HTB －－－－－高力ボルト

・DFPL－－－－－ダイアフラム

・BPL －－－－－ベースプレート

・AB－－－－－－アンカーボルト

§２　共通事項

2-1

略　　号

§３　ボルト接合

3-1

高力ボルト

ボルトの長さ

ボルトの

呼 び 径

M16

M20

M22

M24

1.特記以外はすべてS10T（トルシア形高力ボルト、上図）又はF10Tとする。

2.本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの兼用はしてはならない。

3.ボルトの接合面の処理は、締め付け摩擦面を平グラインダー掛け等を行い、黒皮を除去して一様に

　赤さびを自然発生させる。ただし、ショットブラスト等を行なった場合はこの限りでない。締め付

　けは１次締付け後、マーキングを入れてから本締めをする。

4.亜鉛メッキボルトの場合は、すべてF8Tとする。

45 40

3540

35 30

2530

F8T,F10T S10T

締付け長さに加える長さ
首
下
長
さ

(ねじ山1～6)

余長

ナット高さ

座金厚さ

締付け長さ

ピッチ

高力ボルトの

3-2

g1

e P P P

最小縁端距離
圧延縁､自動ｶﾞｽ切断縁

せん断､手動ｶﾞｽ切断縁

(　)内はボルトが応力方向に３本以上並ばない場合を示す。

22

28

40

40

60

18

M16

e

P

は　し　あ　き

最　小

標　準

孔　　　径

呼　び　径

ピッチ

26

34

40（50）

50

60

22

M20 M22

24

60

55

40(55)

38

28

44

32

45(60)

60

70

26

M24

千鳥打ちのピッチ b

M24

65

60

4525

45

50

M16,20,22

ゲージ

g2

35

40

55

g1
g2

be b b b

3-3

形鋼のゲージ

g1A

g1 g2

B g1g2 g2

B

g3

B

A

最小縁端距離の規定にかかわらず用いることができる。

**印の欄のg及び最大軸径の値は強度上支障がないとき

 *B＝300は千鳥打ちとする。

24

24

24

24

24

22

22

16

16

最大軸径 最大軸径

16

20

20

22

22

24

2455

45

50

40

40

35

30

g3

**50

B

  65

  70

  75

  80

  90

 100

90

70

40

140

140

150

150

120

105

 90

 75

 60

g1 g2

**100

B

  125

  150

  175

  200

  250

 *300

  350

  400

24

24

24

24

24

24

24

22

22

20

20

16

16

最大軸径g2

35

40

55

70

9060

60

55

50

50

55

50

45

40

40

35

35

30

g1A or B

**50

  60

  65

  70

  75

  80

  90

 100

 125

 130

 150

 175

 200

溶接

部分溶込み

4-3

t/4 ≦ S ≦ 10

D=(t-2)/2
16

40

15

3632

15

28

1413

25

13

22

12

19

11

16

10

12

D

45
ﾟ

t

S D S

t

12 ≦ t ≦ 40

片 面 溶 接　W6 両 面 溶 接　W7

16 ≦ t ≦ 40

SD2DS
45
ﾟ

t

GC･･･はガスシールドアーク溶接・セルフシールドアーク溶接の記号を示す。MC･･･はアーク手溶接

GC-BI-B1

MC-BI-B1

W5

G FB-4.5×19

裏当て

6～9

3～6

G

-2 T　-2

-26　

T　

T

6＜T

G

α2

α1

d2

R

d1

G 0　-0
+4 0　-0

+3

2/3(T-R)

+2
-2

1/3(T-R)

2　

-5°45°

60°-5°-5°60°

45°-5°

1/3(T-R)

-2
+22　

2/3(T-R)

T

d1

d2

R

α2

G

α1

裏はつり

GC-BK-2

MC-BK-2

W4

GC-BL-2

MC-BL-2

W3

GC-BL-B1

MC-BL-B1

W2

記　　号

4)　開先形状

形　　　　状 適用板厚

機械加工タイプ 機械加工+ガス切りタイプ

裏当て
α1

R

9以上
G

25以上

T

裏はつり

α1

R

G

6≦T≦19
T

6≦T

α1

R

α1

G

R

G

α1

R

G

アーク手溶接

寸　　　　　法

シールドアーク溶接

ガスシールド及びセルフ

+2
-26　

2　+1
-2

45°-5°

+27　

2　-2
+1

-5°35°

0　+3
-0

-5°

-2
+2

45°

2　

-5°45°

2　-2
+2

-0
+40　

35° -5°

-2
+12　

9　+2

-5°45°

2　-2
+1
-2
+27　

ｂ）ノンスカラップ工法

r2r1

ａ）スカラップ工法

r1 r2

・完全溶込み溶接部以外のスカラップはr=25程度とする。

　なお複合円は滑らかに仕上ること。

　ように加工する。r1は35程度、r2は10程度とする。

・スカラップの円弧の曲線は、フランジに滑らかに接する

1パス長さ＝40～60mm程度とする
隅肉溶接S=4～6mm

5～10mm

分割形裏当て金

L

通し形裏当て金

5～10mm

L

3)　開先加工　（下図は参考とする。)

エンドタブ、裏当て金の組立て溶接は右図による。

溶接技量付加試験に合格した溶接工によること。

10mmはなして切断する。代替タブを採用する場合は

エンドタブを切断する場合溶接終了後母材より5～

長さLは35以上かつ薄い方の板厚の2倍以上とする。

両端に継手と同じ形状のエンドタブを取り付ける。

2)　エンドタブ

クレーンガーターの場合は、全て2.5倍以上の勾配をとる。

a≦10

2.5以上

a＞10
1

1)　板厚の異なる場合

L≧10Sかつ40以上SLS

断続隅肉溶接の長さL

S t

6以下t +

7 9

12 14

10 12

16

11

19

13

22

15

25

17

28

19

32

21

36

24

40

S

S/2S/2

記号　W1

16＜t≦40

t

W1

60ﾟ

余盛　0≦⊿α≦0.4Sかつ⊿α≦4

S'＝実際サイズ

S＝設計サイズ

⊿S＝S'-S

かつ⊿S≦5

t≦16

脚長（S)　0≦⊿S≦0.5S

W1

余盛：⊿αG=0

記号　W1

S

t

§４　溶接接合
軽量形鋼等溶接 W9

t S

t≧3 のとき S=t

t＜3 のとき S=3

S t
D/2

D/2D/2D/2D/2

丸鋼等溶接 W8

加工工程中及び現場建方後においてもアークストライク、ショートビートをしてはならない。そ　の　他

4-5

フレア溶接

4-4

§５　継　手

継手リスト

5-1

10
e P P e

L1

g
1

a
1

フランジ巾 250以下

g
2
g
1
g
2

a
1

フランジ巾 300

10
e bbbb e

L1

g
2
g
1
g
2

a
1

フランジ巾 350,400

10
eP P P e

L1

eP e
（ウェブ）10ボルト本数表示

t
2
1

B

t
2

t
2
2

（ウェブ）
ee

10

L2

e
P
P
P
P
P

e

a
3

a1

t1

a2 t11

A a
3

e
P
P
P
P
P

e

L2

ピ
 
ッ
 
チt11 × a3 × L2

2PL-　　　　　

添　　板ボルト

ウ　　ェ　　ブ

総

本数t22 × a2 × L1

4PL-　　　　　

内　側　添　板

フ　　ラ　　ン　　ジ

外　側　添　板

2PL-　　　　　

t21 × a1 × L1本数

総

ボルト
高
力
ボ
ル
ト

BH- A × B × t1 × t2

H- A × B × t1 × t2

材　種 主　　　　材

H-   ×   ×    ×   

H-   ×   ×    ×   

H-   ×   ×    ×   

H-   ×   ×    ×   

H-   ×   ×    ×   

H-   ×   ×    ×   

H-   ×   ×    ×   ×　　×

×　　×

×　　×

×　　×

×　　×

×　　×

×　　× ×　　×

×　　×

×　　×

×　　×

×　　×

×　　×

×　　×

×　　×

×　　×

×　　×

×　　×

×　　×

×　　×

×　　×

×　　×

×　　×

×　　×

×　　×

×　　×

×　　×

×　　×

×　　×

×　　×

×　　×

×　　×

×　　×

×　　×

×　　××　　×

×　　×

×　　×

×　　×

×　　×

×　　×

×　　×

1.　フランジPL面もしくはウェブPL面で、段差1mmを超える場合は、フィラーPLを入れて調整すること。

2.　a3は原則として梁成の2/3以上確保すること。

H-   ×   ×    ×   

H-   ×   ×    ×   

H-   ×   ×    ×   

H-   ×   ×    ×   

H-   ×   ×    ×   

H-   ×   ×    ×   

H-   ×   ×    ×   

e
10

e

W1

e
P
e

e
P
e

ee
10

e
P
e

ee10ee
5-2

小 梁 仕 口

ピ ン 接 合

Ａタイプ

Ａ1タイプ

GPLGPL

Ａ2タイプ Ａ3タイプ

2PL

GPL

ePeg110

GPL

RPLW1

Ｂ2タイプ

2.　継手プレート及び高力ボルトはリストによる。

1.　GPL、RPLは材種、板厚とも小梁のWPLと同等以上とする。

Ｂ1タイプ

RPL

W1

W1

W2,W3 or W4

剛　接　合

Ｂタイプ

鉄　骨　工　作　標　準　図　（１）

鉄骨工作標準図(1)

令和7 年度 (仮称)南伊勢町立南島地区統合小中学校建設工事 2 工区

Ｓ－04



代　 　 表 設計担当者

備
　
　
考

三重県知事登録第1-518号

Drawi ng Ti tl e

Job Ti tl e

ＳＣＡＬ Ｅ

ＤＡＴ Ｅ

一級建築士

倉田和彦

№327089

一級建築士

№265708

出口基樹國分恵之

一級建築士

№215909

一級建築士

№265708

出口基樹
一級建築士　 No. 265708　 出口基樹

二級建築士

№10648

伊藤大智

2025 － 10

NO SCALE鉄骨工作標準図(2)

鉄　骨　工　作　標　準　図　（２）

§６　柱梁接合部及び継手

W2,W3 or W4

W1

PL-e

Tf

イ

イ

7
5
以

上

PL-d

直交梁

PL-C

W2
W2,W3 or W4

W1W2ｄ柱径が異なる場合

cTf
W2,W3 or W4

ｂ

梁FPL通しダイアフラム

ｂ

ロ

Td

PL-C 直交梁

Tf

W1

1
0
0
以

上
内ダイアフラム

PL-d

cTf

PL-C

継手リストによる
W2

30以上

30以上

補強プレート

WPL

W2,W3 or W4
10

2400以下を原則とする

梁現場継手位置

W2,W3 or W4
W1

cTf

PL-a

W1

W2,W3 or W4

W1

cTf

柱FPL

PL-b

PL-bイ

イ

梁　通　し

6-2

勾 配 屋 根

6-1

仕口と継手

6-3 W1

W1

W1

PL-a

イ

梁FPL

PL-d

W1

ａ

W1

W2,W3 or W4
PL-d

ｂ-ｂ断面

W1

ａ

PL-C

W2,W3 or W4

ロ

ガス抜穴20Φ

R(曲率半径)以上

PL-d

ａ-ａ断面

W2,W3 or W4

W2,W3 or W4

W1
W2,W3 or W4

1000前後

柱現場継手位置

継手リストによる

HTB継手

10

柱　通　し

6-4

直交梁用PL-b

1
0
0
以

上

W1

PL-b
W1

W2,W3 or W4

PL-b

柱溶接後切断
(PL-　　　）

建方用ボルト

通しダイアフラムW2

(　-M　　）

ｃ
G

ｃ

352PL-

ウェブは継手リストによる

柱FPL現場溶接継手

W2

Gは§4-2による

G現場溶接継手

6-5

梁FPL現場溶接継手G

W2

W1

通しダイアフラム

ｃ-ｃ断面

柱が角形鋼管の場合

下向き溶接とする

ウェブの継手は設計図書による

柱がＨ形鋼の場合

PL-b

PL-b

5.　PL-e（折れ曲がり部）

4.　PL-d（内ダイアフラム）

3.　PL-C（通しダイアフラム）

2.　PL-b（水平スチフナ）

1.　PL-a（鉛直スチフナ）

1)　パネルゾーンのPLの暑さ

梁(柱)のFPLより1サイズUP以上

仕口部に集結する梁の最大FPLより2サイズUP以上

仕口部に集結する梁の最大FPLより2サイズUP以上かつ柱のFPL以上

仕口部に集結する梁の最大FPLより1サイズUP以上

上下柱のFPLの厚い方より1サイズUP以上

柱が角形鋼管の場合柱がＨ形鋼の場合

Ｈ形鋼の弱軸にブレースが取付く場合

PL-6かつt/2以上

そ　の　他

6-6

ロ

PL-e

W2

W2

PL-d

直交梁

ロ

1
0
0
以

上

開先形状は

設計図書による

腰折れ柱

2)　出寸法

イ　25mmかつcTf以上

ロ　cTf≦25の場合　25

　　cTf≧28の場合　30

3)　注記

1.　ダイアフラムの材質は特記仕様書による。特記なき場合は、接続する柱及び梁の１ランク上質と

　　する。また接続する柱及び梁の強度及び材質の異なる場合は、強度は大きいほうに同じとし、材

　　質は上の方の１ランク上質とする。

2.　ｄ（6-2項)上下階で柱径が異なる場合の板厚は上下階の厚い方、材質は上下階柱と同質以上とし、

　　折り曲げ加工又は溶接加工とする。

　　い場合(1/6程度)は不要。

　　(告示1464）

4.　ダイアフラムと梁フランジの溶接部は、梁フランジはダイアフラムの厚みの内部で溶接すること。

5.　現場溶接を行なう場合は工事監理者の承諾を得、養生に十分配慮して行なう。

§７　柱　脚

Ａタイプ（主柱）

一 般 柱 脚

7-1 Ｂタイプ（間柱等二次部材）

すべて座金付き二重ナットとする

余長はネジ山3以上

W1

3
0
～

5
0

3
0
～

5
0

25

W1
無収縮モルタル流し込み

W1

無収縮モルタル流し込み

場合は設計図書による

アンカーフレームを使用する
W2,W3 or W4

無収縮モルタルの強度はＲＣ柱型の

コンクリート強度以上とする

設
計

図
に

よ
る

アンカーボルトの施工に誤差がある

場合は台直しはせず右図の様に補強

する。

補強PLは座金を兼ねる

t

BPL

設
計

図
に

よ
る

BPL
中心塗りモルタル200角

又は200Φ以上とする

（Ａタイプも同じ）

D16を切断し天端をそろえる
（Ａタイプも同じ）

AB

補強PL厚さtはBPL厚さの1/2以上かつ6以上

§８　壁面ブレース

リスト

ブレース

8-1

30°

符号 部　材
径 本数 ｔ 脚長Le ΣL

溶　接GPL高力ボルト

e
P

P
P

P
e

L

Le

L

W1 or
W2,W3,W4

1.　GPLの最小幅Leが確保できない場合は、設計者の指示により板厚を変更する。

3.　床面ブレースは設計図書に明記なき場合は壁面に準ずる。

2.　丸鋼を使用する場合は、丸鋼、ターンバックル共JIS規格品を使用する。

§９　その他

Ａタイプ　(Φ≦0.1H)

貫 通 補 強

9-1

Φ

3Φ以上

H 3Φ

Φ
W1

W1
H

PL厚さはWPL厚さの0.5以上(片面)

2Φかつ100+Φ
Ｂタイプ　(0.1H＜Φ≦0.2H)

Ｄタイプ　(0.28H＜Φ≦0.4H)

2Φかつ100+Φ2Φかつ100+Φ

Ｃタイプ　(0.2H＜Φ≦0.28H)

W1

W1

3Φ

PL厚さはWPL厚さの0.5以上(両面)

又は同厚さ以上(片面)

H

PL厚さはWPL厚さと同厚さ以上(両面)

W1

W1

to

W1

1.5to

W1

H

Ｆタイプ

既製品(評定品)を用いた場合

OSリング等 使用可

ハイリング、フリードーナツ

L

H/4

H

H/4
継手1.　特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径(Φ)は

　　0.5H以下とし、そのピッチは3.0Φ以上とする。

　　(これを満足できない場合は設計者の指示による。)

2.　貫通孔を設ける範囲は右図の　　　部分を原則と

3.　貫通孔が多くある場合はWPLを厚くした(WPL+補強PL)

　　BHとする。

　　する。

W1

45°以上

W3 or W4
2PL(設計図による)

H

Φ

≒30W3 or W4

デッキプレート受け FB-65×9

部分溶込み溶接50以上

50以上

H

焼抜きせん溶接　@≒300

プレート

デッキ

9-2

・合成スラブの場合はメーケー仕様による。

P1P1

d h

アークスタッド溶接

ジベル

スタッド

9-3

a1

a2

a1

a2

t
d

eP2 h≧4.0d

7.5d≦P1≦300

P2≧5.0d

a1≧40

a2≧100

e≧40

d≦2.5t

Ｃタイプ（ブロック壁の場合）Ｂタイプ（軽微なRC壁の場合）Ａタイプ（標準）

h,P1,P2設計図による

壁筋の溶接

9-4

アークスタッド溶接

W1 L=50

P=鉄筋間隔

50

D13以下

P

FB-65×6

50 65

15

d

サイズ 0.5d
5d 5d

5d

Ｅタイプ　(0.4H＜Φ≦0.5H)

3.　ハンチ部で、FPLを折り曲げる場合は、R≧10Tfとし補強プレートを入れる。ただし、勾配のゆる
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柱芯

符　号

地中梁断面リスト　S=1/30

FG1 FG2 FG3

Y

X

主筋

フープ

断面

柱断面リスト　S=1/30

FC1

備　考

□-D10@100

巾止め筋

断面
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スターラップ □-D10@200

腹筋
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450
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ー
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□-D10@200

ー
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部材符号及びｻｲｽﾞ

リブプレート

ベースプレート

アンカーボルト

――

SS400

SS400

姿図

C1 □-100x100x6

B.PL-16x300x300

A.BOLT  4-M16 L=400 WN

150

10050

150

50

300

1
5
0
1
5
0

3
0
0

100

1
0
0

5
0

5
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1
0
0

大　梁

フランジ

ウェブ

記　号 部　材 G1,G2 Ｈ-200×100×5.5×8

2PL-290×100×16

HTB 16-M16

2PL-170×140×6　HTB 4-M16

40 60

2
2

2
2

40

4
0

6
0

4
0

10

40 40

40

404060

5
6

40

10

記　号 部　材 B1 Ｈ-150×75×5×7

柱脚リスト　　S=1/30 大梁継手リスト　　S=1/30 小梁継手リスト　　S=1/30

ガセットプレート

ボルト

GPL-6

HTB 2-M16

小梁・その他

4
0

4
0

40
10

40
60

水平ブレース　1-M16

HTB 1-M16

GPL-9  FB-6x50x160
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0
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土間ｺﾝｸﾘｰﾄH150
D10-＠200ﾀﾃﾖｺｼﾝｸﾞﾙ
砕石地業H150

体育館基礎1000*1000※1

体育館基礎1000*1000※1

基礎伏図　S=1/100

土間ｺﾝｸﾘｰﾄH150
D10-＠200ﾀﾃﾖｺｼﾝｸﾞﾙ
砕石地業H150

※1：体育館の基礎が干渉するか所は、
　　 事前に協議を行うこと
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A1:1/50  A3:1/100土台伏図・梁伏図（体育館渡り廊下）

令和7年度 （仮称）南伊勢町立南島地区統合小中学校建設工事 1工区
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